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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
基材シートと、硬化性官能基含有含フッ素ポリマー及びアクリルポリマーからなる塗料か
ら形成された硬化塗膜とからなり、
アクリルポリマーは、（ｉｉ）側鎖および／または主鎖末端に硬化性官能基を有し、メチ
ル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレー
ト、イソブチルアクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、及び、シクロ
ヘキシル（メタ）アクリレートからなる群より選択される少なくとも１種の（メタ）アク
リル酸アルキルエステルに基づく重合単位からなる共重合体（アクリルポリマー（ｉｉ）
）であり、かつ、（メタ）アクリル酸アルキルエステルに基づく重合単位の含有量が８０
重量％以下であり、
前記塗料は、硬化性官能基含有含フッ素ポリマー及びアクリルポリマーの合計量に対して
、アクリルポリマーが１～６０質量％である
ことを特徴とする太陽電池モジュールのバックシート。
【請求項２】
アクリルポリマー（ｉｉ）は、（メタ）アクリル酸アルキルエステルに基づく重合単位、
及び、硬化性官能基を有する、前記（メタ）アクリル酸アルキルエステルと共重合可能な
単量体に基づく重合単位からなり、前記共重合可能な単量体に基づく重合単位が全重合単
位に対して４０重量％以下である請求項１記載の太陽電池モジュールのバックシート。
【請求項３】
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アクリルポリマー（ｉｉ）は、（メタ）アクリル酸アルキルエステルに基づく重合単位、
及び、硬化性官能基を有する、前記（メタ）アクリル酸アルキルエステルと共重合可能な
単量体に基づく重合単位からなり、前記共重合可能な単量体に基づく重合単位が全重合単
位に対して２重量％以上である請求項１又は２記載の太陽電池モジュールのバックシート
。
【請求項４】
アクリルポリマーの数平均分子量は、１０００～１０００００である請求項１、２又は３
記載の太陽電池モジュールのバックシート。
【請求項５】
硬化性官能基含有含フッ素ポリマーにおける硬化性官能基は、水酸基（但し、カルボキシ
ル基に含まれる水酸基は除く。）、カルボキシル基、アミノ基、シアノ基、及び、シリル
基からなる群より選択される少なくとも１種の基である請求項１、２、３又は４記載の太
陽電池モジュールのバックシート。
【請求項６】
基材シートは、ポリエステルからなるシートである請求項１、２、３、４又は５記載の太
陽電池モジュールのバックシート。
【請求項７】
太陽電池セルを内部に封止している封止材層と請求項１、２、３、４、５又は６記載のバ
ックシートとを備える太陽電池モジュール。
【請求項８】
請求項１、２、３、４、５又は６記載のバックシートを備える太陽電池パネル。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、太陽電池のバックシート、太陽電池モジュール、及び、太陽電池パネルに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
太陽電池モジュールは、通常、図６に示すように、太陽電池セル１を封止材層２で封止し
、これをガラスや透明な樹脂などからなる表面層３とバックシート１０で挟んで積層した
構造である。上記封止材としては、一般的に、エチレン／酢酸ビニル共重合体（ＥＶＡ）
が用いられている。
【０００３】
太陽電池モジュールにおけるバックシート１０は、モジュールの機械的強度を高める役割
を有し、更に、水分（水蒸気）が封止材層２に入らないように防止する役割も有している
。
【０００４】
バックシート１０は、通常、図７に示すように、電気絶縁性、水蒸気バリヤー性を付与す
るための基材シート５と、その一方の面に樹脂シート８が貼り合わされた構成であり、基
材シートの他方の面にも樹脂シート９が貼り合わされている。
【０００５】
基材シート５の材料としては、通常、電気絶縁性、水不透過性に優れたポリエステルなど
の樹脂が使用されており、通常は５０～２５０μｍの膜厚とされている。
さらに防湿性を要求される場合は、さらに水不透過性に優れたＳｉ蒸着ポリエステルや、
アルミニウムやステンレススチールなどの金属が使用されており、通常は１０～２０μｍ
の膜厚とされている。
【０００６】
樹脂シート８又は９には、耐候性、電気絶縁性、難燃性等の特性が求められており、ポリ
フッ化ビニル（ＰＶＦ）のシートが使用されている。また、封止材層２側に用いられる樹
脂シートとしては、ポリエチレンシート等も使用されている。
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【０００７】
また、軽量化の観点から、樹脂シートに代えて、樹脂塗料を用いた硬化塗膜を形成するこ
とが提案されている。例えば、特許文献１には、水不透過性シートと樹脂塗料から得られ
る層との接着性が優れた太陽電池のバックシートを提供することを目的として、水不透過
性シートの少なくとも一方の面に硬化性官能基含有フッ素ポリマー塗料の硬化塗膜が形成
されてなる太陽電池モジュールのバックシートが開示されている。
【０００８】
更に、特許文献２には、基材シートの片側または両側に、フルオロオレフィン（ａ）に基
づく繰り返し単位、架橋性基含有モノマー（ｂ）に基づく繰り返し単位、および、４級炭
素原子を含まない炭素数２～２０の直鎖または分岐アルキル基と重合性不飽和基とがエー
テル結合またはエステル結合によって連結されてなるアルキル基含有モノマー（ｃ）に基
づく繰り返し単位、を有する含フッ素ポリマー（Ａ）を含む塗料の硬化塗膜層が形成され
た太陽電池モジュール用バックシートが開示されている。
【０００９】
ところで、太陽電池のバックシートは、製造工程においてロール状に巻き取ったり、ロー
ル状に巻き取った状態で保存されたりするが、図８に示すように、バックシートをロール
状に巻き取ると、従来のバックシートでは、片面１５と他方の面１６とが圧着（ブロッキ
ング）することがあり、耐ブロッキング性の観点で改善の余地があった。
【００１０】
特許文献３には、テトラフルオロエチレン構造単位及び水酸基含有ビニルモノマー構造単
位とからなる含フッ素共重合体と、アクリル樹脂とを含む塗料用組成物が開示されている
。しかしながら、特許文献３には、上記塗料用組成物を太陽電池のバックシートに用いる
ことも、耐ブロッキング性についても一切記載されていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】国際公開第２００７／０１０７０６号パンフレット
【特許文献２】国際公開第２００９／１５７４４９号パンフレット
【特許文献３】特開２００４－２０４２０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
本発明の目的は、上記現状に鑑み、耐ブロッキング性に優れる太陽電池のバックシートを
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
本発明者等が接触面に対する耐ブロッキング性を改善した太陽電池のバックシートについ
て鋭意検討したところ、特定の含フッ素ポリマーとアクリルポリマーとからなる塗料を架
橋して得られた硬化塗膜を表面に有するバックシートが、接触面に対する優れた耐ブロッ
キング性を示すことが見いだされた。
【００１４】
すなわち、本発明は、基材シートと、硬化性官能基含有含フッ素ポリマー及びアクリルポ
リマーからなる塗料から形成された硬化塗膜とからなることを特徴とする太陽電池モジュ
ールのバックシートである。
【００１５】
本発明はまた、太陽電池セルを内部に封止している封止材層と上記バックシートとを備え
る太陽電池モジュールでもある。
【００１６】
本発明は更に、上記バックシートを備える太陽電池パネルでもある。
【発明の効果】
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【００１７】
本発明の太陽電池のバックシートは、耐ブロッキング性に優れるものである。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の太陽電池モジュールの第１の形態を示す断面模式図である。
【図２】本発明の太陽電池モジュールの第２の形態を示す断面模式図である。
【図３】本発明の太陽電池モジュールの第３の形態を示す断面模式図である。
【図４】本発明の太陽電池モジュールの第４の形態を示す断面模式図である。
【図５】本発明の太陽電池モジュールの第５の形態を示す断面模式図である。
【図６】従来の太陽電池モジュールの断面模式図である。
【図７】従来の太陽電池モジュールの耐候性バックシートの概略断面図である。
【図８】バックシートをロール状に巻き取った場合に生じる、バックシートの片面と他方
の面との圧着を説明するための説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
本発明の太陽電池のバックシートは、基材シートと、硬化性官能基含有含フッ素ポリマー
及びアクリルポリマーからなる塗料の硬化塗膜とからなるため、製造工程や保存時にバッ
クシートをロール状に巻き取ってもブロッキングしない。
また、硬化塗膜は硬化性官能基含有含フッ素ポリマー及びアクリルポリマーからなる塗料
を硬化して得られるものであるため、太陽電池の封止材（例えば、エチルビニルアルコー
ル樹脂等）との間で優れた密着性が得られる。更に、上記硬化塗膜を有することによって
、良好な耐候性、電気絶縁性、難燃性も得られる。また、硬化塗膜を用いるものであるた
め、樹脂等からなるシートを基材シートに貼りつけた場合と比較して、軽量性にも優れる
。
なお、ブロッキングとは、塗装製品を巻き取ったり積み重ねたりした場合に、接触面同士
（塗装面と非塗装面、塗装面と別の塗装面等）が不必要に接着して剥離しにくくなったり
、塗装面の塗膜が、該塗装面と接触している面に付着したりする現象をいう。
【００２０】
上記硬化塗膜を形成するための塗料は、硬化性官能基含有含フッ素ポリマー及びアクリル
ポリマーからなるものである。
【００２１】
硬化性官能基含有含フッ素ポリマーとしては、含フッ素ポリマーに硬化性の官能基を導入
したポリマーがあげられる。なお、硬化性官能基含有含フッ素ポリマーには明確な融点を
有する樹脂性のポリマー、ゴム弾性を示すエラストマー性のポリマー、その中間の熱可塑
性エラストマー性のポリマーが含まれる。
【００２２】
含フッ素ポリマーに硬化性を与える官能基は、ポリマーの製造の容易さや硬化系に併せて
適宜選択されるが、例えば、水酸基（但し、カルボキシル基に含まれる水酸基は除く。以
下、同じ。）、カルボキシル基、－ＣＯＯＣＯ－で表される基、シアノ基、アミノ基、グ
リシジル基、シリル基、シラネート基等が挙げられる。なかでも、硬化反応性が良好な点
から、水酸基、カルボキシル基、－ＣＯＯＣＯ－で表される基、アミノ基、シアノ基、及
び、シリル基からなる群より選択される少なくとも１種の基が好ましく、水酸基、カルボ
キシル基、アミノ基、及び、シリル基からなる群より選択される少なくとも１種の基がよ
り好ましく、水酸基、及び、カルボキシル基からなる群より選択される少なくとも１種の
基が更に好ましい。これらの硬化性官能基は、通常、硬化性官能基を有する単量体を共重
合することにより含フッ素ポリマーに導入される。
【００２３】
硬化性官能基含有単量体としては、例えば、水酸基含有単量体、カルボキシル基含有単量
体、アミノ基含有単量体、及び、シリコーン系ビニル単量体を挙げることができ、これら
の１種又は２種以上を用いることができる。
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上記硬化性官能基含有含フッ素ポリマーは、含フッ素単量体に基づく重合単位と、水酸基
含有単量体、カルボキシル基含有単量体、アミノ基含有単量体、及び、シリコーン系ビニ
ル単量体からなる群より選択される少なくとも１種の硬化性官能基含有単量体に基づく重
合単位とを含むことが好ましい。また、上記硬化性官能基含有含フッ素ポリマーは、含フ
ッ素単量体に基づく重合単位と、水酸基含有単量体及びカルボキシル基含有単量体からな
る群より選択される少なくとも１種の硬化性官能基含有単量体に基づく重合単位とを含む
ことがより好ましい。
【００２４】
硬化性官能基含有単量体に基づく重合単位は、硬化性官能基含有含フッ素ポリマーの全重
合単位に対して、８～３０モル％であることが好ましい。より好ましい下限は１０モル％
であり、より好ましい上限は２０モル％である。
【００２５】
硬化性官能基含有単量体としては、たとえばつぎのものが例示できるが、これらのみに限
定されるものではない。なお、これらの１種又は２種以上を用いることができる。
【００２６】
（１－１）水酸基含有単量体：
水酸基含有単量体としては、例えば、２－ヒドロキシエチルビニルエーテル、３－ヒドロ
キシプロピルビニルエーテル、２－ヒドロキシプロピルビニルエーテル、２－ヒドロキシ
－２－メチルプロピルビニルエーテル、４－ヒドロキシブチルビニルエーテル、４－ヒド
ロキシ－２－メチルブチルビニルエーテル、５－ヒドロキシペンチルビニルエーテル、６
－ヒドロキシヘキシルビニルエーテルなどの水酸基含有ビニルエーテル類；２－ヒドロキ
シエチルアリルエーテル、４－ヒドロキシブチルアリルエーテル、グリセロールモノアリ
ルエーテルなどの水酸基含有アリルエーテル類などがあげられる。これらのなかでも、重
合反応性、官能基の硬化性が優れる点で、水酸基含有ビニルエーテル類が好ましく、４－
ヒドロキシブチルビニルエーテル、及び、２ーヒドロキシエチルビニルエーテルからなる
群より選択される少なくとも１種の単量体が特に好ましい。
【００２７】
他の水酸基含有単量体としては、たとえばアクリル酸２－ヒドロキシエチル、メタクリル
酸２－ヒドロキシエチルなどの（メタ）アクリル酸のヒドロキシアルキルエステルなども
挙げられる。
【００２８】
（１－２）カルボキシル基含有単量体：
カルボキシル基含有単量体としては、たとえば、式（ＩＩ）：
【００２９】
【化１】

【００３０】
（式中、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は、同じかまたは異なり、水素原子、アルキル基、カルボ
キシル基またはエステル基である。ｎは、０または１である。）で表わされる不飽和カル
ボン酸類（例えば、不飽和モノカルボン酸、不飽和ジカルボン酸等）、それらのエステル
並びに酸無水物、及び、
式（ＩＩＩ）：
ＣＨ２＝ＣＨ（ＣＨ２）ｎＯ（Ｒ６ＯＣＯ）ｍＲ７ＣＯＯＨ　　　（ＩＩＩ）
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（式中、Ｒ６およびＲ７は、同じかまたは異なり、いずれも飽和または不飽和の直鎖、分
岐または環状のアルキレン基である。ｎは、０または１であり、ｍは、０または１である
。）で表わされるカルボキシル基含有ビニルエーテル単量体からなる群より選択される少
なくとも１種の単量体が好ましい。
【００３１】
上記カルボキシル基含有単量体の具体例としては、たとえば、アクリル酸、メタクリル酸
、ビニル酢酸、クロトン酸、桂皮酸、３－アリルオキシプロピオン酸、３－（２－アリロ
キシエトキシカルボニル）プロピオン酸、イタコン酸、イタコン酸モノエステル、マレイ
ン酸、マレイン酸モノエステル、マレイン酸無水物、フマル酸、フマル酸モノエステル、
フタル酸ビニル、ピロメリット酸ビニルなどがあげられる。それらのなかでも、単独重合
性が低く単独重合体ができにくいことから、クロトン酸、イタコン酸、マレイン酸、マレ
イン酸モノエステル、フマル酸、フマル酸モノエステル、及び、３－アリルオキシプロピ
オン酸からなる群より選択される少なくとも１種の酸が好ましい。
【００３２】
式（ＩＩＩ）で表されるカルボキシル基含有ビニルエーテル単量体の具体例としては、た
とえば、３－（２－アリロキシエトキシカルボニル）プロピオン酸、３－（２－アリロキ
シブトキシカルボニル）プロピオン酸、３－（２－ビニロキシエトキシカルボニル）プロ
ピオン酸、３－（２－ビニロキシブトキシカルボニル）プロピオン酸などがあげられる。
これらの中でも、単量体の安定性や重合反応性がよい点で有利であることから、３－（２
－アリロキシエトキシカルボニル）プロピオン酸が好ましい。
【００３３】
（１－３）アミノ基含有単量体：
アミノ基含有単量体としては、たとえばＣＨ２＝ＣＨ－Ｏ－（ＣＨ２）ｘ－ＮＨ２（ｘ＝
０～１０）で示されるアミノビニルエーテル類；ＣＨ２＝ＣＨ－Ｏ－ＣＯ（ＣＨ２）ｘ－
ＮＨ２（ｘ＝１～１０）で示されるアリルアミン類；そのほかアミノメチルスチレン、ビ
ニルアミン、アクリルアミド、ビニルアセトアミド、ビニルホルムアミドなどがあげられ
る。
【００３４】
（１－４）シリル基含有単量体：
シリル基含有単量体としては、例えば、シリコーン系ビニル単量体が挙げられる。シリコ
ーン系ビニル単量体としては、たとえばＣＨ２＝ＣＨＣＯ２（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣＨ３

）３、ＣＨ２＝ＣＨＣＯ２（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣ２Ｈ５）３、ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）Ｃ
Ｏ２（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣＨ３）３、ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯ２（ＣＨ２）３Ｓｉ（
ＯＣ２Ｈ５）３、ＣＨ２＝ＣＨＣＯ２（ＣＨ２）３ＳｉＣＨ３（ＯＣ２Ｈ５）２、ＣＨ２

＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯ２（ＣＨ２）３ＳｉＣ２Ｈ５（ＯＣＨ３）２、ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）
ＣＯ２（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＣＨ３）２（ＯＣ２Ｈ５）、ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯ２（Ｃ
Ｈ２）３Ｓｉ（ＣＨ３）２ＯＨ、ＣＨ２＝ＣＨ（ＣＨ２）３Ｓｉ（ＯＣＯＣＨ３）３、Ｃ
Ｈ２＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯ２（ＣＨ２）３ＳｉＣ２Ｈ５（ＯＣＯＣＨ３）２、ＣＨ２＝Ｃ（
ＣＨ３）ＣＯ２（ＣＨ２）３ＳｉＣＨ３（Ｎ（ＣＨ３）ＣＯＣＨ３）２、ＣＨ２＝ＣＨＣ
Ｏ２（ＣＨ２）３ＳｉＣＨ３〔ＯＮ（ＣＨ３）Ｃ２Ｈ５〕２、ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯ

２（ＣＨ２）３ＳｉＣ６Ｈ５〔ＯＮ（ＣＨ３）Ｃ２Ｈ５〕２などの（メタ）アクリル酸エ
ステル類；ＣＨ２＝ＣＨＳｉ［ＯＮ＝Ｃ（ＣＨ３）（Ｃ２Ｈ５）］３、ＣＨ２＝ＣＨＳｉ
（ＯＣＨ３）３、ＣＨ２＝ＣＨＳｉ（ＯＣ２Ｈ５）３、ＣＨ２＝ＣＨＳｉＣＨ３（ＯＣＨ

３）２、ＣＨ２＝ＣＨＳｉ（ＯＣＯＣＨ３）３、ＣＨ２＝ＣＨＳｉ（ＣＨ３）２（ＯＣ２

Ｈ５）、ＣＨ２＝ＣＨＳｉ（ＣＨ３）２ＳｉＣＨ３（ＯＣＨ３）２、ＣＨ２＝ＣＨＳｉＣ

２Ｈ５（ＯＣＯＣＨ３）２、ＣＨ２＝ＣＨＳｉＣＨ３〔ＯＮ（ＣＨ３）Ｃ２Ｈ５〕２、ビ
ニルトリクロロシランまたはこれらの部分加水分解物などのビニルシラン類；トリメトキ
シシリルエチルビニルエーテル、トリエトキシシリルエチルビニルエーテル、トリメトキ
シシリルブチルビニルエーテル、メチルジメトキシシリルエチルビニルエーテル、トリメ
トキシシリルプロピルビニルエーテル、トリエトキシシリルプロピルビニルエーテルなど
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のビニルエーテル類などが例示される。
【００３５】
硬化性官能基含有含フッ素ポリマーは、含フッ素ビニルモノマーに基づく重合単位を有す
ることが好ましい。
【００３６】
含フッ素ビニルモノマーに基づく重合単位は、硬化性官能基含有含フッ素ポリマーの全重
合単位に対して、２０～４９モル％であることが好ましい。より好ましい下限は３０モル
％であり、更に好ましい下限は４０モル％である。より好ましい上限は４７モル％である
。
【００３７】
含フッ素ビニルモノマーとしては、テトラフルオロエチレン〔ＴＦＥ〕、フッ化ビニリデ
ン〔ＶｄＦ〕、クロロトリフルオロエチレン〔ＣＴＦＥ〕、フッ化ビニル、へキサフルオ
ロプロピレン及びパーフルオロ（アルキルビニルエーテル）からなる群より選択される少
なくとも１種であることが好ましく、分散性、耐湿性、耐熱性、難燃性、接着性、共重合
性及び耐薬品性等に優れている点で、ＴＦＥ、ＣＴＦＥ及びＶｄＦからなる群より選択さ
れる少なくとも１種であることがより好ましく、耐候性に優れ、更に耐湿性により優れて
いる点で、ＴＦＥ及びＣＴＦＥからなる群より選択される少なくとも１種であることが特
に好ましく、ＴＦＥが最も好ましい。
【００３８】
硬化性官能基含有含フッ素ポリマーは、カルボン酸ビニルエステル、アルキルビニルエー
テル及び非フッ素化オレフィンからなる群より選択される少なくとも１種のフッ素非含有
ビニルモノマーに基づく重合単位を含むことが好ましい。
カルボン酸ビニルエステルは、相溶性を改善する作用を有する。カルボン酸ビニルエステ
ルとしては、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪酸ビニル、イソ酪酸ビニル、ピバリン
酸ビニル、カプロン酸ビニル、バーサチック酸ビニル、ラウリン酸ビニル、ステアリン酸
ビニル、シクロヘキシルカルボン酸ビニル、安息香酸ビニル、パラ－ｔ－ブチル安息香酸
ビニル等が挙げられる。
アルキルビニルエーテルとしては、メチルビニルエーテル、エチルビニルエーテル、ブチ
ルビニルエーテル、シクロヘキシルビニルエーテル等が挙げられる。
非フッ素化オレフィンとしては、エチレン、プロピレン、ｎ－ブテン、イソブテン等が挙
げられる。
【００３９】
上記フッ素非含有ビニルモノマーに基づく重合単位は、硬化性官能基含有ビニルモノマー
に基づく重合単位、及び、含フッ素ビニルモノマーに基づく重合単位以外の全重合単位を
構成することが好ましい。
【００４０】
硬化性官能基が導入される含フッ素ポリマーとしては、該ポリマーを構成する重合単位に
応じて、たとえば次のものが例示できる。
【００４１】
硬化性官能基が導入される含フッ素ポリマーとしては、例えば、（１）パーフルオロオレ
フィン単位を主体とするパーフルオロオレフィン系ポリマー、（２）クロロトリフルオロ
エチレン（ＣＴＦＥ）単位を主体とするＣＴＦＥ系ポリマー、（３）ビニリデンフルオラ
イド（ＶｄＦ）単位を主体とするＶｄＦ系ポリマー、（４）フルオロアルキル単位を主体
とするフルオロアルキル基含有ポリマー等が挙げられる。
【００４２】
（１）パーフルオロオレフィン単位を主体とするパーフルオロオレフィン系ポリマー
パーフルオロオレフィン系ポリマーは、パーフルオロオレフィン系ポリマーの全重合単位
に対して、パーフルオロオレフィン単位が２０～４９モル％であることが好ましい。より
好ましい下限は３０モル％であり、更に好ましい下限は４０モル％である。より好ましい
上限は４７モル％である。具体例としては、テトラフルオロエチレン（ＴＦＥ）の単独重
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合体、若しくは、ＴＦＥと、ヘキサフルオロプロピレン（ＨＦＰ）、パーフルオロ（アル
キルビニルエーテル）（ＰＡＶＥ）などとの共重合体、これらの単量体と共重合可能な他
の単量体との共重合体などがあげられる。
【００４３】
上記共重合可能な他の単量体としては、たとえば、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪
酸ビニル、イソ酪酸ビニル、ピバリン酸ビニル、カプロン酸ビニル、バーサチック酸ビニ
ル、ラウリン酸ビニル、ステアリン酸ビニル、シクロヘキシルカルボン酸ビニル、安息香
酸ビニル、パラ－ｔ－ブチル安息香酸ビニルなどのカルボン酸ビニルエステル類；メチル
ビニルエーテル、エチルビニルエーテル、ブチルビニルエーテル、シクロヘキシルビニル
エーテルなどのアルキルビニルエーテル類；エチレン、プロピレン、ｎ－ブテン、イソブ
テンなど非フッ素系オレフィン類；ビニリデンフルオライド（ＶｄＦ）、クロロトリフル
オロエチレン（ＣＴＦＥ）、ビニルフルオライド（ＶＦ）、フルオロビニルエーテルなど
のフッ素系単量体などがあげられるが、これらのみに限定されるものではない。
【００４４】
パーフルオロオレフィン単位を主体とするパーフルオロオレフィン系ポリマーの中でも、
顔料分散性や耐候性、共重合性及び耐薬品性に優れる点で、ＴＦＥ単位を主体とするＴＦ
Ｅ系ポリマーが好ましい。ＴＦＥ系ポリマーは、ＴＦＥ系ポリマーの全重合単位に対して
、ＴＦＥ単位が２０～４９モル％であることが好ましい。より好ましい下限は３０モル％
であり、更に好ましい下限は４０モル％である。より好ましい上限は４７モル％である。
【００４５】
パーフルオロオレフィン単位を主体とするパーフルオロオレフィン系ポリマーに硬化性官
能基を導入した硬化性官能基含有含フッ素ポリマーとしては、例えば、ＴＦＥ／イソブチ
レン／ヒドロキシブチルビニルエーテル／他の単量体の共重合体、ＴＦＥ／バーサチック
酸ビニル／ヒドロキシブチルビニルエーテル／他の単量体の共重合体、ＴＦＥ／ＶｄＦ／
ヒドロキシブチルビニルエーテル／他の単量体の共重合体などがあげられ、特に、ＴＦＥ
／イソブチレン／ヒドロキシブチルビニルエーテル／他の単量体の共重合体、及び、ＴＦ
Ｅ／バーサチック酸ビニル／ヒドロキシブチルビニルエーテル／他の単量体の共重合体か
らなる群より選択される少なくとも１種の共重合体が好ましい。このような硬化性ポリマ
ーの塗料としては、たとえばダイキン工業（株）製のゼッフル（登録商標）ＧＫシリーズ
などが例示できる。
【００４６】
（２）クロロトリフルオロエチレン（ＣＴＦＥ）単位を主体とするＣＴＦＥ系ポリマー
ＣＴＦＥ単位を主体とするＣＴＦＥ系ポリマーに硬化性官能基を導入した硬化性官能基含
有含フッ素ポリマーとしては、たとえばＣＴＦＥ／ヒドロキシブチルビニルエーテル／他
の単量体の共重合体などがあげられる。ＣＴＦＥ系ポリマーの硬化性ポリマー塗料として
は、たとえば旭硝子（株）製のルミフロン（登録商標）、大日本インキ製造（株）製のフ
ルオネート（登録商標）、セントラル硝子（株）製のセフラルコート（登録商標）、東亜
合成（株）製のザフロン（登録商標）などが例示できる。
【００４７】
（３）ビニリデンフルオライド（ＶｄＦ）単位を主体とするＶｄＦ系ポリマー
ＶｄＦ単位を主体とするＶｄＦ系ポリマーに硬化性官能基を導入した硬化性官能基含有含
フッ素ポリマーとしては、たとえばＶｄＦ／ＴＦＥ／ヒドロキシブチルビニルエーテル／
他の単量体の共重合体などがあげられる。
【００４８】
（４）フルオロアルキル単位を主体とするフルオロアルキル基含有ポリマー
フルオロアルキル単位を主体とするフルオロアルキル基含有ポリマーに硬化性官能基を導
入した硬化性官能基含有含フッ素ポリマーとしては、たとえばＣＦ３ＣＦ２（ＣＦ２ＣＦ

２）ｎＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ２（ｎ＝３と４の混合物）／２－ヒドロキシエチル
メタクリレート／ステアリルアクリレート共重合体などがあげられる。フルオロアルキル
基含有ポリマーとしては、たとえばダイキン工業（株）製のユニダイン（登録商標）やエ
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フトーン（登録商標）、デュポン社製のゾニール（登録商標）などが例示できる。
【００４９】
上記（１）～（４）の中でも、耐候性及び防湿性の観点から、硬化性官能基が導入される
含フッ素ポリマーは、パーフルオロオレフィン系ポリマーが好ましく、ＴＦＥ単位を主体
とするＴＦＥ系ポリマーがより好ましい。
【００５０】
上記硬化性官能基含有含フッ素ポリマーは、例えば、特開２００４－２０４２０５号公報
に開示される方法により製造することができる。
【００５１】
上記の硬化塗膜を形成するための塗料は、更にアクリルポリマーからなる。
【００５２】
アクリルポリマーは、アクリル基を有する単量体に基づく重合単位が、全重合単位に対し
て、５重量％以上であることが好ましい。より好ましくは、１０重量％以上である。更に
好ましくは、２０重量％以上である。また、密着性、耐候性及び耐薬品性に優れる点から
、９８重量％以下であることが好ましく、９６重量％以下であることがより好ましく、９
０重量％以下であることが更に好ましく、８０重量％以下であることが特に好ましい。
【００５３】
耐ブロッキング性を向上させる観点、及び、硬化性官能基含有含フッ素ポリマーとの相溶
性が良好である点から、硬化塗膜を形成するための塗料は、硬化性官能基含有含フッ素ポ
リマー及びアクリルポリマーの合計量に対して、アクリルポリマーが１～６０質量％であ
ることが好ましい。より好ましくは、１～５５質量％であり、更に好ましくは、１～５０
質量％であり、特に好ましくは、１～４０質量％である。
【００５４】
アクリルポリマーは、例えば、（メタ）アクリル酸アルキルエステルに基づく重合単位か
らなる重合体であることが好ましい。上記（メタ）アクリル酸アルキルエステルのアルキ
ル基の炭素数は、例えば、１～１０である。
なお、「（メタ）アクリル酸アルキルエステル」は、アクリル酸アルキルエステル、及び
、メタクリル酸アルキルエステルを含むものである。
【００５５】
アクリルポリマーは、バックシートの耐ブロッキング性、溶剤溶解性、耐候性、耐水性、
耐薬品性、及び、硬化性官能基含有含フッ素ポリマーとの相溶性に優れることから、（メ
タ）アクリル酸アルキルエステルに基づく重合単位の含有量が５重量％以上であることが
好ましい。より好ましくは１０重量％以上であり、更に好ましくは、２０重量％以上であ
る。また、密着性、耐候性及び耐薬品性に優れる点から、９８重量％以下であることが好
ましく、９６重量％以下であることがより好ましく、９０重量％以下であることが更に好
ましく、８０重量％以下であることが特に好ましい。
【００５６】
アクリルポリマーは、例えば、（ｉ）側鎖および／または主鎖末端に硬化性官能基を有さ
ない、（メタ）アクリル酸アルキルエステルに基づく重合単位からなる重合体（以下、ア
クリルポリマー（ｉ）ともいう。）、並びに、（ｉｉ）側鎖および／または主鎖末端に硬
化性官能基を有し、（メタ）アクリル酸アルキルエステルに基づく重合単位からなる共重
合体（以下、アクリルポリマー（ｉｉ）ともいう。）からなる群より選択される少なくと
も１種の重合体が好ましい。耐溶剤性の観点からは、アクリルポリマー（ｉ）が好ましく
、耐ブロッキング性がより優れる点からは、アクリルポリマー（ｉｉ）が好ましい。
【００５７】
アクリルポリマー（ｉ）は、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート
、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、イソブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキ
シル（メタ）アクリレート、及び、シクロヘキシル（メタ）アクリレートからなる群より
選択される少なくとも１種の単量体に基づく重合単位からなる重合体が好ましい。アクリ
ルポリマー（ｉ）は、これらの単量体のみからなる重合体であってもよいし、更に、これ
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らの単量体と共重合可能なエチレン性不飽和単量体に基づく重合単位からなる共重合体で
もよい。
【００５８】
アクリルポリマー（ｉ）は、溶剤溶解性、耐候性、密着性、及び、硬化性官能基含有含フ
ッ素ポリマーとの相溶性が優れる点から、イソブチル（メタ）アクリレート、２－エチル
ヘキシル（メタ）アクリレート、及び、シクロヘキシル（メタ）アクリレートからなる群
より選択される少なくとも１種の単量体に基づく重合単位からなる重合体が好ましく、更
に、これらの単量体と共重合可能なエチレン性不飽和単量体に基づく重合単位からなる共
重合体がより好ましい。
【００５９】
イソブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、及び、シ
クロヘキシル（メタ）アクリレートからなる群より選択される少なくとも１種の単量体と
共重合可能なエチレン性不飽和モノマーとしては、たとえば、芳香族基を有する（メタ）
アクリレート類、α位にフッ素原子または塩素原子を有する（メタ）アクリレート類、ア
ルキル基がフッ素原子で置換されたフルオロアルキル（メタ）アクリレート類、ビニルエ
ーテル類、ビニルエステル類、スチレンなどの芳香族ビニルモノマー類、エチレン、プロ
ピレン、イソブチレン、塩化ビニル、塩化ビニリデンなどのオレフィン類、フマル酸ジエ
ステル類、マレイン酸ジエステル類、（メタ）アクリロニトリルなどがあげられる。
【００６０】
アクリルポリマー（ｉ）の市販アクリル共重合体としては、たとえばヒタロイド（登録商
標）１００５、ヒタロイド１２０６、ヒタロイド２３３０－６０、ヒタロイド４００１、
ヒタロイド１６２８Ａなど（いずれも日立化成工業（株）製。商品名）；ダイヤナール（
登録商標）ＬＲ－１０６５、ダイヤナールＬＲ－９０など（いずれも三菱レイヨン（株）
製。商品名）；パラロイド（登録商標）Ｂ－４４、パラロイドＡ－２１、パラロイドＢ－
８２など（いずれもローム＆ハース社製。商品名）；ＥＬＶＡＣＩＴＥ２０００など（デ
ュポン社製。商品名）；アルマテックス（登録商標）Ｌ１０４４Ｐ（三井化学（株）製。
商品名）などが挙げられる。
【００６１】
アクリルポリマー（ｉｉ）は、側鎖および／または主鎖末端に硬化性官能基を有する。硬
化性官能基としては、水酸基、カルボキシル基、エポキシ基、シアノ基、アミノ基、グリ
シジル基、シリル基、シラネート基等が挙げられ、なかでも、水酸基、カルボキシル基、
アミノ基、シアノ基、グリシジル基、及び、シリル基からなる群より選択される少なくと
も１種の基がより好ましく、水酸基、アミノ基、及び、グリシジル基からなる群より選択
される少なくとも１種の基が更に好ましく、硬化反応性が良好な点から水酸基が特に好ま
しい。
【００６２】
アクリルポリマー（ｉｉ）は、（メタ）アクリル酸アルキルエステルに基づく重合単位か
らなる共重合体であり、上記（メタ）アクリル酸アルキルエステルのアルキル基の炭素数
は１～１０であることが好ましい。
【００６３】
アクリルポリマー（ｉｉ）は、（メタ）アクリル酸アルキルエステルに基づく重合単位、
及び、該（メタ）アクリル酸アルキルエステルと共重合可能な単量体に基づく重合単位か
らなり、該共重合可能な単量体は、硬化性官能基を有するものであることが好ましい。
硬化性官能基を有する（メタ）アクリル酸アルキルエステルと共重合可能な単量体に基づ
く重合単位の含有量は、耐水性、溶剤溶解性、耐薬品性、耐候性、硬化性官能基含有含フ
ッ素ポリマーとの相溶性、密着性が優れることから、５０重量％以下が好ましく、より好
ましくは４０重量％以下である。また耐水性、耐薬品性、密着性、耐候性が優れる点から
、２重量％以上が好ましく、より好ましくは４重量％以上である。
【００６４】
アクリルポリマー（ｉｉ）において、（メタ）アクリル酸アルキルエステルは、メチル（
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メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、
イソブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、及び、シ
クロヘキシル（メタ）アクリレートからなる群より選択される少なくとも１種の単量体が
好ましい。
【００６５】
（メタ）アクリル酸アルキルエステルと共重合可能である硬化性官能基を有する単量体と
しては、例えば、ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メ
タ）アクリレート、２－ヒドロキシエチルビニルエーテル、（メタ）アクリル酸、グリシ
ジル（メタ）アクリレート、２－アミノエチル（メタ）アクリレート、及び、２－アミノ
プロピル（メタ）アクリレートからなる群より選択される少なくとも１種の単量体が好ま
しい。
【００６６】
アクリルポリマー（ｉｉ）は、（メタ）アクリル酸アルキルエステルに基づく重合単位、
（メタ）アクリル酸アルキルエステルと共重合可能である硬化性官能基を有する単量体に
基づく重合単位、及び、これらの単量体と共重合可能なエチレン性不飽和単量体に基づく
重合単位からなる共重合体であってもよい。
【００６７】
アクリルポリマー（ｉｉ）において、上記エチレン性不飽和単量体としては、溶剤溶解性
、耐薬品性、密着性などに優れる点から、芳香族基を有する（メタ）アクリレート類、α
位にフッ素原子または塩素原子を有する（メタ）アクリレート類、アルキル基がフッ素原
子で置換されたフルオロアルキル（メタ）アクリレート類、ビニルエーテル類、ビニルエ
ステル類、スチレンなどの芳香族ビニルモノマー類、エチレン、プロピレン、イソブチレ
ン、塩化ビニル、塩化ビニリデンなどのオレフィン類、フマル酸ジエステル類、マレイン
酸ジエステル類、（メタ）アクリロニトリルなどが好ましい。
【００６８】
アクリルポリマー（ｉｉ）の市販品としては、ヒタロイド３００４、ヒタロイド３０１８
、ヒタロイド３０４６Ｃ、ヒタロイド６５００Ｂ、ヒタロイド６５００など（いずれも日
立化成工業（株）製。商品名）；アクリディック（登録商標）Ａ８１０－４５、アクリデ
ィックＡ８１４、アクリディック４７－５４０など（いずれも大日本インキ化学工業（株
）製。商品名）；ダイヤナールＬＲ－６２０、ダイヤナールＳＳ－１０８４、ダイヤナー
ルＳＳ－７９２など（いずれも三菱レイヨン（株）製。商品名）；オレスター（登録商標
）Ｑ１６６、オレスターＱ１８５、オレスターＱ６１２、オレスターＱ７２３など（いず
れも三井化学（株）製。商品名）；ハリアクロン８３６０Ｇ－５５、ハリアクロン８３６
０ＨＳ－１３０、ハリアクロン８１６０（いずれもハリマ化成（株）製。商品名）などが
ある。
【００６９】
アクリルポリマーの数平均分子量は、１０００～２０００００が好ましい。より好ましく
は２０００～１０００００である。数平均分子量が大きくなり過ぎると相溶性が低下する
傾向にあり、小さくなり過ぎると耐侯性に問題が生じる傾向にある。
【００７０】
上記塗料における上記硬化性官能基含有含フッ素ポリマー及びアクリルポリマーの合計含
有量は、塗料中の不揮発分の総量１００質量％に対し、２０～９５質量％であることが好
ましい。
【００７１】
上記塗料は、溶剤型塗料、水性型塗料、粉体型塗料等の形態に、常法により調製すること
ができる。なかでも成膜の容易さ、硬化性、乾燥性の良好さ等の点からは溶剤型塗料の形
態が好ましい。
【００７２】
溶剤型塗料における溶剤としては、有機溶剤が好ましく、酢酸エチル、酢酸ブチル、酢酸
イソプロピル、酢酸イソブチル、酢酸セロソルブ、プロピレングリコールメチルエーテル
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アセテート等のエステル類；アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、
シクロヘキサノン等のケトン類；テトラヒドロフラン、ジオキサン等の環状エーテル類；
Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド等のアミド類；キシレン
、トルエン、ソルベントナフサ等の芳香族炭化水素類；プロピレングリコールメチルエー
テル、エチルセロソルブ等のグリコールエーテル類；カルビトールアセテート等のジエチ
レングリコールエステル類；ｎ－ペンタン、ｎ－ヘキサン、ｎ－ヘプタン、ｎ－オクタン
、ｎ－ノナン、ｎ－デカン、ｎ－ウンデカン、ｎ－ドデカン、ミネラルスピリット等の脂
肪族炭化水素類；これらの混合溶剤等が挙げられる。
中でも、エステル類がより好ましく、酢酸ブチルが更に好ましい。
【００７３】
上記塗料を溶剤型塗料とする場合、塗料の総量１００質量％に対する硬化性官能基含有含
フッ素ポリマー及びアクリルポリマーの合計量を５～９５重量％とすることが好ましく、
１０～７０重量％とすることがより好ましい。
【００７４】
上記塗料には、更に、要求特性に応じて各種の添加剤を配合することができる。添加剤と
しては、硬化促進剤、硬化遅延剤、顔料、顔料分散剤、消泡剤、レベリング剤、紫外線吸
収剤、光安定剤、増粘剤、密着改良剤、つや消し剤等が挙げられる。
【００７５】
硬化剤としては、硬化性ポリマーの官能基に応じて選択され、たとえば水酸基含有含フッ
素ポリマーに対しては、イソシアネート系硬化剤、メラミン樹脂、シリケート化合物、イ
ソシアネート基含有シラン化合物などが好ましく例示できる。また、カルボキシル基含有
含フッ素ポリマーに対してはアミノ系硬化剤やエポキシ系硬化剤が、アミノ基含有含フッ
素ポリマーに対してはカルボニル基含有硬化剤やエポキシ系硬化剤、酸無水物系硬化剤が
通常採用される。
硬化剤は、硬化性官能基含有含フッ素ポリマー及びアクリルポリマー中の硬化性官能基１
当量に対して、０．１～５モル当量となるように添加することが好ましく、より好ましく
は０．５～１．５モル当量である。
【００７６】
上記硬化性官能基含有含フッ素ポリマー及びアクリルポリマー中の硬化性官能基の含有量
は、ＮＭＲ、ＦＴ－ＩＲ、元素分析、蛍光Ｘ線分析、中和滴定を単量体の種類によって適
宜組み合わせることで算出できる。
【００７７】
硬化促進剤としては、例えば有機スズ化合物、酸性リン酸エステル、酸性リン酸エステル
とアミンとの反応物、飽和または不飽和の多価カルボン酸またはその酸無水物、有機チタ
ネート化合物、アミン系化合物、オクチル酸鉛等が挙げられる。
【００７８】
硬化促進剤は１種を用いてもよく、２種以上を併用してもよい。硬化促進剤の配合割合は
硬化性官能基含有含フッ素ポリマー１００重量部に対して１．０×１０－６～１．０×１
０－２重量部程度が好ましく、５．０×１０－５～１．０×１０－３重量部程度がより好
ましい。
【００７９】
上記塗料は、更に顔料を含むことが好ましい。これにより、得られる硬化塗膜がＵＶ遮蔽
性に優れたものとなる。また、太陽電池モジュールの外観を美麗にする点からも、顔料を
添加することが強く望まれている。
顔料として具体的には、白色顔料である酸化チタン、炭酸カルシウムや、黒色顔料である
カーボンブラック、Ｃｕ－Ｃｒ－Ｍｎ合金等の複合金属類等の無機顔料；フタロシアニン
系、キナクリドン系又はアゾ系等の有機顔料等が挙げられるが、これらのみに限定される
ものではない。
【００８０】
顔料の添加量は、硬化性官能基含有含フッ素ポリマー及びアクリルポリマーの合計量１０
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０重量部に対して、０．１～２００重量部とすることが好ましく、０．１～１６０重量部
とすることがより好ましい。
【００８１】
上記塗料は、更に紫外線吸収剤を含むことが好ましい。太陽電池は、紫外線の強い屋外で
長期間使用されるため、バックシートの紫外線による劣化の対策が求められる。上記塗料
に紫外線吸収剤を添加すれば、硬化塗膜層に紫外線吸収の機能を付与することができる。
紫外線吸収剤としては、有機系、無機系のいずれの紫外線吸収剤も用いることができる。
有機化合物系では、例えばサリチル酸エステル系、ベンゾトリアゾール系、ベンゾフェノ
ン系、シアノアクリレート系等の紫外線吸収剤等があげられ、無機系では酸化亜鉛、酸化
セリウム等のフィラー型無機系紫外線吸収剤等が好ましい。
【００８２】
紫外線吸収剤は１種を単独で用いてもよいし、２種以上を組み合わせて用いてもよい。紫
外線吸収剤の量は、塗料中の硬化性官能基含有含フッ素ポリマーの総量１００質量％に対
して０．１～１５質量％であることが好ましい。紫外線吸収剤の量が少なすぎる場合には
、耐光性の改良効果が充分に得られず、また、多すぎても効果が飽和する。
【００８３】
上記硬化塗膜は、上記塗料を塗装して形成した塗膜を硬化させたものである。硬化塗膜の
膜厚は、隠蔽性、耐候性、耐薬品性、耐湿性が良好な点から、５μｍ以上であることが好
ましく、より好ましくは７μｍ以上、さらに好ましくは１０μｍ以上であり、特に好まし
くは２０μｍ以上である。上限は、余り厚くすると軽量化効果が得られなくなるので、１
０００μｍ程度が好ましく、１００μｍがより好ましい。膜厚としては、特に１０～４０
μｍが好ましい。
【００８４】
上記塗料から得られる硬化塗膜は、太陽電池モジュールの封止材として一般的なＥＶＡと
の密着性に優れるだけでなく、巻き取り時の耐ブロッキング性にも優れるものであるため
、一般に巻き取り工程を経て製造される太陽電池モジュールのバックシートのコーティン
グに特に好適に適用できる。
太陽電池モジュールのバックシートのコーティングに用いる場合、上記塗膜は水不透過性
シート等の基材の片面又は両面に形成される。
本発明の塗料から得られる塗膜が基材の片面に形成され、かつ該基材の他方の面が非塗装
面である場合には、該塗膜は、巻き取り工程において、基材の非塗装面と接触することに
なる。一方、上記塗膜が基材の片面に形成され、かつ該基材の他方の面に他の塗料からな
る塗膜（後述する硬化性官能基を有しない含フッ素ポリマー塗料の硬化塗膜、ポリエステ
ル塗料の塗膜、プライマー層等）や他のシートが設けられている場合には、本発明の塗料
から得られる塗膜は、巻き取り工程において、基材上の他の塗料からなる塗膜や他のシー
トと接触することになる。また、本発明の塗料から得られる塗膜が基材の両面に形成され
ている場合には、該塗膜は、巻き取り工程において、基材の他方の面に形成された同じ種
類の塗膜と接触することになる。
本発明の塗料から得られる塗膜は、これらのいずれの場合にも、接触する面に対して優れ
た耐ブロッキング性を発揮することができる。
【００８５】
基材シートは、通常、水が実質的に透過しない材料からなるシートであり、封止材である
ＥＶＡや太陽電池セルに水分が透過しないように設けられるものである。重量や価格、可
撓性などの点から、ポリエステルからなるシート、又は、金属シートが好ましい。より好
ましくは、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）からなるシートである。基材シートの
厚さは特に限定されないが、通常５０～２５０μｍ程度である。防湿性が必要な場合は、
特にＳｉ蒸着ＰＥＴシートがよく用いられており、厚さは１０～２０μｍである。
【００８６】
ポリエステルからなるシートとしては、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリブ
チレンテレフタレート（ＰＢＴ）、及び、ポリエーテルニトリル（ＰＥＮ）からなる群よ
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り選択される少なくとも１種からなるシートであることが好ましい。より好ましくは、Ｐ
ＥＴからなるシートである。例えば、太陽電池のバックシートには、Ｓｉ蒸着ＰＥＴシー
ト、ＰＥＴシート等がよく用いられている。
【００８７】
金属シートとしては、アルミニウム、ステンレススチールなどの金属からなる薄シートが
よく用いられている。
【００８８】
本発明の太陽電池のバックシートは、基材シートと、硬化性官能基含有含フッ素ポリマー
及びアクリルポリマーからなる塗料の硬化塗膜とを有する。耐ブロッキング性の観点から
は、上記硬化塗膜を表面に有することが好ましい。
【００８９】
本発明の太陽電池のバックシートは、基材シートと上記硬化塗膜の二層構造であってもよ
いし、基材シートと上記硬化塗膜とその他の層を有する三層又は四層以上の構造であって
もよい。
【００９０】
３層構造のバックシートとしては、例えば、（１）基材シートの両面に硬化性官能基含有
含フッ素ポリマー及びアクリルポリマーからなる塗料の硬化塗膜を有する構造のバックシ
ート、（２）基材シートの片面に硬化性官能基含有含フッ素ポリマー及びアクリルポリマ
ーからなる塗料の硬化塗膜を有し、他方の面に他の硬化塗膜又はシートを有する構造のバ
ックシート（図４又は図５に示す形態）でもよい。上記他の硬化塗膜又はシートとしては
、硬化性官能基含有含フッ素ポリマー以外の含フッ素ポリマーからなる塗料の塗膜、ポリ
エステル塗料の塗膜、含フッ素ポリマーシート、ポリエステルシート等が挙げられる。
【００９１】
硬化性官能基含有含フッ素ポリマー以外の含フッ素ポリマーからなる塗料の硬化塗膜とし
ては、たとえば特開２００４－２１４３４２号公報に記載されているＰＶｄＦにテトラア
ルコキシシランまたはその部分加水分解物を配合した塗料の硬化塗膜、ＶｄＦ／ＴＦＥ／
ＣＴＦＥ共重合体とアルコキシシラン単位含有アクリル樹脂との混合塗料の硬化塗膜、Ｖ
ｄＦ／ＴＦＥ／ＨＦＰ共重合体と水酸基含有アクリル樹脂との混合塗料の硬化塗膜、Ｖｄ
Ｆ／ＨＦＰ共重合休にアミノシランカップリング剤を配合した塗料の硬化塗膜などがあげ
られる。膜厚は通常、５～３００μｍ、さらには１０～１００μｍ、特に１０～５０μｍ
とすることが、隠蔽性、耐候性、耐薬品性、耐湿性が良好な点から好ましい。この場合も
、プライマー層などを介してもよい。
【００９２】
含フッ素ポリマーシートとしては、ＰＶｄＦシート、ＰＶＦシート、ＰＣＴＦＥシート、
ＴＦＥ／ＨＦＰ／エチレン共重合体シート、ＴＦＥ／ＨＦＰ共重合体（ＦＥＰ）シート、
ＴＦＥ／ＰＡＶＥ共重合体（ＰＦＡ）シート、エチレン／ＴＦＥ共重合体（ＥＴＦＥ）シ
ート、エチレン／ＣＴＦＥ共重合体（ＥＣＴＦＥ）シートなど、現在のバックシートに使
用されている含フッ素ポリマーシートがあげられる。膜厚は、通常、５～３００μｍであ
り、耐候性が良好な点から、好ましくは１０～１００μｍであり、より好ましくは１０～
５０μｍである。
【００９３】
ポリエステルシートとしては、従来のバックシートで使用されているものがそのまま使用
でき、その基材シートへの接着はアクリル系接着剤、ウレタン系接着剤、エポキシ系接着
剤、ポリエステル系接着剤などによって行うことができる。膜厚は、通常５～３００μｍ
であり、耐候性、コスト、透明性が良好な点から、好ましくは１０～１００μｍであり、
より好ましくは１０～５０μｍである。
【００９４】
ポリエステル塗料としては、多価カルボン酸と多価アルコールなどを用いた飽和ポリエス
テル樹脂を用いたもの、無水マレイン酸、フマル酸などのグリコール類を用いた不飽和ポ
リエステル樹脂を用いたものなどがあげられ、ロールコート、カーテンコート、スプレー
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コート、タイコートなどの塗装方法により塗膜を形成できる。膜厚は、通常５～３００μ
ｍであり、隠蔽性、耐候性、耐薬品性、耐湿性が良好な点から、好ましくは１０～１００
μｍであり、より好ましくは１０～５０μｍである。この場合も、プライマー層などを介
してもよい。
【００９５】
本発明のバックシートの製造方法は限定されるものではないが、例えば、下記製造方法に
より得ることができる。
【００９６】
本発明のバックシートは、基材シート又は基材シート上に形成されたプライマー層上に、
硬化性官能基含有含フッ素ポリマー及びアクリルポリマーからなる塗料を塗装する工程、
塗装された塗料を硬化させて硬化塗膜を形成する工程、及び、基材シートと、硬化性官能
基含有含フッ素ポリマー及びアクリルポリマーからなる塗料の硬化塗膜とからなるシート
をロール状に巻き取る工程を含む製造方法により得られるものであることが好ましい。
本発明は、硬化性官能基含有含フッ素ポリマー及びアクリルポリマーからなる塗料の硬化
塗膜とからなるシートが巻き取られた太陽電池モジュール用バックシートの巻物でもある
。
【００９７】
基材シートと硬化塗膜との接着性を向上させる観点から、基材シート表面に、従来公知の
表面処理を行ってもよい。表面処理としては、たとえばコロナ放電処理、プラズマ放電処
理、化成処理、金属シートの場合はブラスト処理などが例示できる。
【００９８】
プライマー層上に硬化塗膜を形成する場合、上記製造方法は、基材シート上にプライマー
層を形成する工程を含んでもよい。
【００９９】
プライマー層の形成は、従来公知のプライマー用塗料を用いて、常法により行う。プライ
マー用の塗料としては、たとえばエポキシ樹脂、ウレタン樹脂、アクリル樹脂、シリコー
ン樹脂、ポリエステル樹脂などが代表例としてあげられる。
【０１００】
塗装温度は、塗装の形態に応じて、通常の温度条件で行えばよい。
【０１０１】
硬化及び乾燥は、溶剤型塗料の場合、１０～３００℃、通常は１００～２００℃で、３０
秒から３日間行う。したがって基材シートとして、Ｓｉ蒸着ＰＥＴシートのような高温で
の処理を避けたい材料も問題なく使用できる。
硬化及び乾燥させた後、養生してもよく、養生は、通常、２０～３００℃にて１分間～３
日間で完了する。
【０１０２】
本発明のバックシートは、硬化塗膜を形成したあと、ロール状に巻き取られ、その後、保
存される。巻き取り方法としては、ロール等を用いた通常の巻き取り方法が採用される。
【０１０３】
つぎに本発明の太陽電池モジュールについて説明する。
【０１０４】
本発明の太陽電池モジュールは、太陽電池セルを内部に封止している封止材層と上記太陽
電池のバックシートとを備える。
【０１０５】
太陽電池セルは、特に限定されず、一般的な太陽電池セルを用いることができる。
【０１０６】
封止材層は、太陽電池セルを内部に封止するものであり、一般的にはエチレン／酢酸ビニ
ルアルコール共重合体（ＥＶＡ）が用いられている。
【０１０７】
図１は、本発明の太陽電池モジュールの第１の形態を示す断面模式図である。図１におい
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て、１は太陽電池セルであり、封止材層２に封止されており、表面層３と耐侯性バックシ
ート４で挟まれている。耐侯性バックシート４はさらに基材シート５と硬化性官能基含有
含フッ素ポリマー及びアクリルポリマーからなる塗料の硬化塗膜６とから構成されている
。この第１の実施形態では硬化塗膜６は封止材（ＥＶＡ）層２側に設けられている。
【０１０８】
この実施形態では、硬化塗膜６がＥＶＡと接するので、ＥＶＡとの共架橋により界面接着
性が向上する。
また、上記塗膜と封止材層との接着性をさらに向上させるために、上記塗膜に従来公知の
表面処理を行ってもよい。表面処理としては、例えばコロナ放電処理、プラズマ放電処理
、化成処理、ブラスト処理等が例示できる。
【０１０９】
図２は、本発明の太陽電池モジュールの第２の形態を示す断面模式図である。図２におい
て、硬化塗膜６は封止材（ＥＶＡ）層２と反対側に設けられている。この場合、硬化塗膜
６を設けることにより耐候性の点で優れたものになる。また、基材シート５の封止材（Ｅ
ＶＡ）層２側を表面処理しておくことが密着性の改善の点から好ましい。また、必要に応
じて、ポリエステル系接着剤、アクリル系接着剤、ウレタン系接着剤、エポキシ系接着剤
などを使用してもよい。
【０１１０】
本発明の太陽電池モジュールは、上記の基材シート５の片面のみに硬化塗膜６が形成され
ている２層構造のバックシートを備えるもの（図１及び図２）であってもよいし、上述し
た３層構造のバックシートを備えるもの（図３、図４及び図５）であってもよい。
【０１１１】
３層構造のバックシートを備える太陽電池モジュールの形態（第３の形態）を図３に示す
。第３の形態は、基材シート５の両面に硬化性官能基含有含フッ素ポリマー及びアクリル
ポリマーからなる塗料の架橋物からなる硬化塗膜６が形成されてなる３層構造のバックシ
ートを有するものである。
【０１１２】
この第３の形態は、バックシートの膜厚の観点からは多少後退するが、上記の第１の実施
形態および第２の実施形態の利点を併せもったものである。
【０１１３】
３層構造のバックシートを備える太陽電池モジュールとしては、また、上述の基材シート
の片面に硬化性官能基含有含フッ素ポリマー及びアクリルポリマーからなる塗料の架橋物
からなる硬化塗膜を有し、他方の面に他の硬化塗膜又はシートを有する構造のバックシー
トを備えるもの（図４及び図５）が挙げられる。
【０１１４】
第４の形態（図４）は、第１の実施形態の封止材（ＥＶＡ）層２と反対側に他の硬化塗膜
（又はシート）７が形成されている構造であり、第５の形態（図５）は、第２の実施形態
の封止材（ＥＶＡ）層２側に他の硬化塗膜（又はシート）７が形成されている構造である
。
【０１１５】
第４および第５のいずれの形態においても、他の硬化塗膜（又はシート）７を構成する材
料は、硬化性官能基を有しない含フッ素ポリマー塗料の硬化塗膜でも、含フッ素ポリマー
シートでも、ポリエステルシートでも、ポリエステル塗料の塗膜でもよい。
【０１１６】
つぎに本発明の太陽電池パネルについて説明する。
本発明の太陽電池パネルは、前記太陽電池モジュールを備えている。太陽電池パネルには
、太陽電池モジュールが縦方向、横方向または放射状にマトリクス状に並べられた構成を
とる他、その他公知の形態をとることができ、特に制限されるものではない。
【実施例】
【０１１７】
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つぎに本発明を実施例をあげて説明するが、本発明はかかる実施例のみに限定されるもの
ではない。
【０１１８】
実施例の各数値は以下の方法により測定した。
【０１１９】
（耐ブロッキング性試験）
ＪＩＳ　Ｋ５６００－３－５に準じて行なった。５０ｍｍ×１００ｍｍのＰＥＴフィルム
に調製した塗料を塗装し、１２０℃で２分間、乾燥機（エスペック社製、ＳＰＨＨ－４０
０）内で加熱乾燥した。その後、試験片を取り出して室温まで放冷した。ついで、試験片
の塗装面と未塗装面が５０ｍｍ×５０ｍｍの面積で重なるように、フィルム同士をガラス
で挟み込んだ。そこへ２０ｋｇのおもりを乗せ、フィルム同士の接触面に０．０８ＭＰａ
の圧力が掛かるようにしたまま、４０℃で２４時間保持した。
【０１２０】
評価は、２枚のフィルムを室温まで放冷し、２枚のフィルムを左右に引っ張って、その時
の様子でバックシートＡ１とＰＥＴとの剥離性と塗膜の乱れの度合いを目視で観察し、５
段階で評価した。
評価基準は次のとおりである。
５：自然と離れる。
４：ごくわずかな力で２枚が離れる。
３：力を加えると剥がれ、塗膜の表面がわずかに乱れる。
２：力を加えると剥がれ、塗膜の表面が乱れる。
１：力を加えても剥がすことができない。
【０１２１】
（膜厚）
ＪＩＳ　Ｃ－２１５１に準じて、マイクロメーター（ミツトヨ社製）で測定した。
【０１２２】
実施例１
水酸基含有ＴＦＥ系共重合体塗料（固形分６５質量％、ダイキン工業（株）製のゼッフル
ＧＫ５７０）４８５質量部に、白色顔料として酸化チタン（堺化学工業（株）製のＤ９１
８）２６３質量部、酢酸ブチル１６７質量部、架橋性アクリルポリマー溶液（固形分：５
０質量％、三井化学（株）製のオレスター（登録商標）Ｑ６１２）３３質量部、及び、イ
ソシアネート硬化剤（住化バイエル（株）製のＮ３３００）を６４質量部（硬化性ＴＦＥ
系共重合体及び架橋性アクリルポリマー中の硬化性官能基１当量に対して１．０当量に相
当）配合して、硬化性塗料を調製した。
【０１２３】
基材シートとしてＰＥＴフィルム（東レ（株）製のルミラーＳ１０、厚さ２５０μｍ。シ
ートＡ）を使用し、このシートＡの片面に、調製した硬化性塗料を乾燥膜厚が１０μｍと
なるようにコーターにて塗装し、１２０℃で２分間の加熱により、硬化及び乾燥して２層
構造のバックシートＡ１を作製した。このサンプルについて、耐ブロッキング性を調べた
。結果を表１に示す。
ついでこのバックシートＡ１を、４０℃で４８時間養生し、この塗膜面上にＥＶＡ樹脂シ
ート（三井化学ファブロ（株）製のソーラーエバ。厚さ６００μｍ）、さらにＥＶＡ樹脂
シート上にガラス（３．２ｍｍ厚）を載せ、圧力１００ｇ／ｃｍ２にて１５０℃で圧着し
て３層構造のサンプルＡ１（図１に示す態様）を作製した。
【０１２４】
実施例２～８及び比較例１
架橋性アクリルポリマー溶液の種類、水酸基含有ＴＦＥ系共重合体塗料と架橋性アクリル
ポリマー溶液との配合割合、及び、硬化剤の配合量を下記表１に示すように変更したこと
以外は、実施例１と同じ方法で硬化性塗料を調製した。その後、実施例１と同じ方法でバ
ックシートを作製し、耐ブロッキング性を測定した。結果を表１に示す。また、ガラス／
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【０１２５】
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【表１】

【０１２６】
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実施例９
水酸基含有ＴＦＥ系共重合体塗料（固形分６５質量％、ダイキン工業（株）製のゼッフル
ＧＫ５７０）４８５質量部に、白色顔料として酸化チタン（堺化学工業（株）製のＤ９１
８）２６３質量部、酢酸ブチル１６７質量部、非架橋性アクリルポリマー溶液（三井化学
（株）製のアルマテックス（登録商標）Ｌ１０４４Ｐ）３７質量部、及び、イソシアネー
ト硬化剤（住化バイエル（株）製のＮ３３００）を６２質量部（硬化性ＴＦＥ系共重合体
中の硬化性官能基１当量に対して１．０当量に相当）配合して、硬化性塗料を調製した。
【０１２７】
上記の方法で調製して得られた硬化性塗料を用いたこと以外は、実施例１と同じ方法でバ
ックシートを作製し、耐ブロッキング性を測定した。結果を表２に示す。
また、ガラス／ＥＶＡ／バックシート接着サンプルを作成した。
【０１２８】
実施例１０～１２及び比較例２
水酸基含有ＴＦＥ系共重合体塗料と非架橋性アクリルポリマー溶液との配合割合、及び、
硬化剤の配合量を下記表２に示すように変更したこと以外は、実施例９と同じ方法で硬化
性塗料を調製した。その後、実施例９と同じ方法でバックシートを作製し、耐ブロッキン
グ性を測定した。結果を表２に示す。また、ガラス／ＥＶＡ／バックシート接着サンプル
を作製した。
【０１２９】
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【表２】

【０１３０】
表１及び２における略称は以下のとおりである。
ＧＫ５７０：ダイキン工業（株）製の水酸基含有ＴＦＥ系共重合体塗料、ゼッフルＧＫ５
７０
Ｑ６１２：三井化学（株）製の架橋性アクリルポリマー溶液、オレスターＱ６１２
Ｑ７２３：三井化学（株）製の架橋性アクリルポリマー溶液、オレスターＱ７２３
Ｄ９１８：堺化学工業（株）製の白色顔料、Ｄ９１８
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Ｎ３３００：住化バイエル（株）製のイソシアネート硬化剤、Ｎ３３００
Ｌ１０４４Ｐ：三井化学（株）製の非架橋性アクリルポリマー溶液、アルマテックスＬ１
０４４Ｐ
【符号の説明】
【０１３１】
　１　太陽電池セル
　２　封止材層
　３　表面層
　４　耐侯性バックシート
　５　基材シート
　６　硬化塗膜
　７　シートまたは塗膜
　８、９　樹脂シート
　１０　バックシート
　１５　片面
　１６　他方の面
　１７　シートまたは塗膜

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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